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春
の
叙
勲
受
章

　

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

瑞
宝
双
光
章

叙 

勲

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
単
光
章

▼
池
田　

登
さ
ん
（
二
里
町
）

　

元
伊
万
里
市
消
防
司
令
長

▼
河
島
靖
二
さ
ん
（
新
天
町
）

　

元
伊
万
里
市
消
防
団
団
長

で
な
く
、
日
本
の
料
理
人
に
よ
る
ハ

マ
チ
の
解
体
シ
ョ
ー
な
ど
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
伊
万
里
市
の
象

徴
で
あ
る
伊
万
里
焼
の
器
も
展
示
さ

れ
、
見
事
に
料
理
と
調
和
し
て
い
ま

し
た
。
一
方
、
大
連
市
側
か
ら
は
、

伊
万
里
市
民
約
50
名
に
中
国
の
料
理

が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し

た
両
市
の
市
民
は
、
豊
か
な

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、

今
回
の
交
流
会
は
大
成
功
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

中
国
に
は
『
民
以
食
為
天
』

と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま

す
。『
人
は
食
べ
る
こ
と
を
最

上
の
喜
び
と
す
る
』
と
い
う

意
味
で
す
。
食
は
、
ど
の
国

の
国
民
に
と
っ
て
も
か
け
が

え
の
な
い
も
の
で
す
か
ら
、

お
互
い
に
交
流
し
や
す
い
の

だ
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
交

流
会
を
通
じ
て
、
伊
万
里
市

と
大
連
市
の
交
流
が
更
に
広

が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

伊
万
里
市
で
は
、
日
本
独
特
の
食

文
化
を
紹
介
し
、
伊
万
里
湾
の
食
材

な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
中
国

の
各
都
市
で
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し

て
、
３
月
に
大
連
市
で
、
地
元
企

業
の
『
遼
寧
省
海
洋
漁
業
集
団
公

司
』
と
の
連
携
に
よ
り
、『
伊
万

里
海
洋
食
品
文
化
交
流
会
』
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
と
き
私
は
、
伊
万
里
市
長

の
通
訳
と
し
て
随
行
し
、
懐
か
し

い
大
連
市
に
帰
り
ま
し
た
。
今
回

の
交
流
会
で
は
、
日
本
の
伝
統
的

な
料
理
や
酒
、
調
味
料
な
ど
を
大

連
市
民
に
味
わ
っ
て
も
ら
う
だ
け

 

鄒  

旭
（
ス
ウ  

キ
ョ
ク
）

 

▽
１
９
７
３
年
湖
北
省
生
ま
れ 

35
歳

 

▽
大
連
高
新
技
術
産
業
園
区

　

内
資
招
商
局
（
通
称
・
大
連
ハ
イ
テ

ク
パ
ー
ク
）
勤
務

 

▽
妻
と
娘
（
９
歳
）の
３
人
家
族

　

現
在
、
単
身
赴
任
中
！

中
国
大
連
市 

公
務
研
修
生

ス
ー　

リ
ポ
ー
ト 

④

さ
　ん

▼
原
口
辰
巳
さ
ん
（
松
浦
町
）

　

元
公
立
中
学
校
長

伊 万 里 市 と 大 連 市 と の
食 文 化 に よ る 交 流 会

大連市長（右）との会見の様子

　

消
防
本
部
は
、
川
に
転
落
し

た
男
性
を
救
助
し
た
大
坪
小
学

校
の
光
武
充
雄
校
長（
武
雄
市
）

と
山
崎
直
美
教
諭
（
山
代
町
）

に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

４
月
14
日
、
全
校
遠
足
で
国

見
台
陸
上
競
技
場
に
向
う
途

中
、
体
調
が
悪
そ
う
な
男
性
に

出
会
い
、
声
を
か
け
ま
し
た
。

そ
の
男
性
が
否
定
し
た
た
め
一

旦
別
れ
ま
し
た
が
、
し
ば
ら
く

し
て
、
男
性
が
歩
道
か
ら
川
に

転
落
。
２
人
は
、
急
い
で
溺
れ

て
い
た
男
性
を
川
岸
ま
で
引
き

上
げ
、救
急
車
を
呼
び
ま
し
た
。

　

５
月
14
日
に
行
わ
れ
た
感
謝

状
贈
呈
式
で
、
山
口
正
信
消

防
長
が
「
子
ど
も
た
ち
の
模
範

と
な
る
立
場
の
方
が
、
見
事
な

連
携
で
人
命
救
助
を
し
て
い
た

だ
い
た
。
今
後
も
立
派
な
伊
万

里
っ
子
を
育
て
て
ほ
し
い
」
と

お
礼
を
述
べ
る
と
、２
人
は「
当

然
の
こ
と
を
し
た
ま
で
で
恐
縮

し
て
い
る
。
日
ご
ろ
か
ら
の
観

察
や
目
配
り
が
大
事
だ
と
実
感

し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

  

川
に
転
落
し
た
男
性
を
救
助

　
　
　
　

見
事
な
連
携
の
２
人
に
感
謝
状

　

春
の
叙
勲
、
危
険
業
務
従
事
者

叙
勲
が
こ
の
ほ
ど
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
市
内
の
受
章
者
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

消防本部から感謝状を贈られた光武
充雄さん（右）、山崎直美さん（左）

　

塚
部
市
長
が
、
江
島
下
関
市

長
の
後
任
と
し
て
日
本
港
湾
協

会
九
州
支
部
連
合
会
長
に
就
任

し
、
５
月
19
日
に
青
森
県
八
戸

市
で
開
催
さ
れ
た
日
本
港
湾
協

会
総
会
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

伊
万
里
市
で
は
、現
在
、七
ッ

塚
部
市
長
が

     

日
本
港
湾
協
会
九
州
支
部
連
合
会
長 

に
就
任

島
地
区
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
大
水
深
岸
壁
の
建
設
や
、
臨

港
道
路
七
ッ
島
線
の
整
備
な
ど

国
の
直
轄
事
業
が
進
行
し
て
お

り
、
今
回
の
塚
部
市
長
の
会
長

就
任
に
よ
り
さ
ら
な
る
予
算
確

保
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

  

↑
総
会
に
出
席
す
る
塚
部
市
長（
左

     

か
ら
２
人
目
）




